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000003次代を担う人づくりプロジェクト
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000001家庭の教育力の向上
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	PTXTNEEDS: 家庭の教育力の低下が指摘される今日、子どもを健やかに成長させるために、家庭教育の重要性が広く認識されている。
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	PTXTGAIYOU: 家庭教育の啓発と教育力の向上のため、幼児・小学生・中学生をもつ家庭と地域住民を対象とし、家庭教育だよりを発行し、家庭教育の重要性を認識していただく。また、県が刊行した「親の学習」プログラム集を活用し、就学時健診時や各公民館で開催・運営している家庭教育学級など、多くの親が集まる機会を活用して「親が親として育ち、力をつけるための学習」講座を実施している。
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	PTXTHYOUKASYA: 生涯学習課長　武井　茂
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	PTXTCOMMENT: 　家庭の教育力の低下が懸念される中で、家庭教育だより「まごころ」の果たす役割は大きく、家庭教育の重要性の啓発と普及に貢献している。また、「家庭教育学級」については、従来からの公民館における「家庭教育学級」に加え、平成２２年度からは、市内の全小学校において、就学時健診の際に参加した保護者を対象に「親の学習」を実施した。今後においても、家庭の教育力向上を図るため、これらの事業を継続して実施していきたい。
	PTXTKENKAI: 　家庭教育だより「まごころ」の編集・発行は、小学校、中学校、幼稚園、保育園など多くの関係者の努力により支えられている。中学生以下の子どもを持つ保護者には児童生徒を通じて、ほとんどの家庭に配布されており、効果をあげている。　また、「家庭教育学級」「親の学習」については、今までのような公民館での参加者を募集するかたちの「待ち」の姿勢ではなく、各小学校に「出向いて」実施する事業もはじめていて、一次評価と同様に、今後も継続実施が必要と判断する。
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